
       【御嶽山（剣ヶ峰 3067ⅿ） 山行記録 2019 年 7月 12日～13日 一泊二日】 

 

 《メンバー》 S.I.Y.M.S.T.C.H 

 《  報告  》 H 

  

《ルート／タイム》  

７月 12日  

 近鉄大久保駅（10：00）～多賀 SAにて昼食（11：30）～川島 PAにて Sさん合流（12：40） 

 ～胡桃島キャンプ場（16：20） 

 

7 月 13 日  

 胡桃島キャンプ場出発（5：00）～濁河温泉駐車場（5：10）～湯の花峠（6：40）～のぞき岩（7：10）～ 

 八合目（8：00）～五の池小屋（9：30/10：00）～サイノ河原（10：30）～御嶽山頂上・剣ヶ峰（11：50）～ 

 五の池小屋（13：40/14：00）～ジョーズ岩（16：00）～濁河温泉駐車場（17：00）～ 

 温泉入浴（17：10/17：40）～ひるがの高原 SAにて夕食（19：30/20：00）～ 

 

《 登山報告 》  

7 月 13 日 

 梅雨の晴れ間を縫っての山行、午前中はマズマズの天気で晴れ間も出てテンション上がるが、下山中から雨が

降り出す。下山後に温泉で汗を流し、帰路につくが名神高速で事故が発生、大渋滞に巻き込まれ午前様となる。 

 

登山口（日本美しの森）からは、ふかふかの土で雰囲気の良い樹林帯をゴゼンタチバナ・ギンリョウソウ等 

苔むした道が続く。七合目辺りから緩やかな登りをイワカガミやカラマツソウ等が目を楽しませてくれる。 

五の池小屋ではお楽しみのシフォンケーキをゲットでき至福の一時。 

 

摩利支天山には登らずに御嶽山の山頂を目指し出発する。 

サイノ河原は荒涼とした霊山の雰囲気が漂い、二の池は噴火の際の火山灰でほとんどが埋もれている。 

御嶽山の山頂手前に慰霊碑が設けられていて、手を合わせて冥福を祈りメンバー全員と記念撮影を撮った。 

 

下山開始後、雨がぽつり？  

五の池小屋で飛騨牛の串に舌鼓をうっていると雨が降り出し、雨具を着用し下山を急ぐ。 

樹林帯に入り暫くすると雨も小降りになり、やれやれだったが意外に時間がかかった。 

 

帰りの時間が気にかかるが、汗を流すため温泉に急いで入浴し帰路についた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


